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寄木細工は、江戸時代に駿府（現在の静岡県
静岡市）で盛んに製作されました。江戸時代
後期になると、その技術が箱根へ伝わり、明
治時代以降は「箱根細工」とも称される伝統
工芸品として有名になりました。木地がも
つ自然色や、木目の異なる木片を巧みに組み
合わせた表情豊かな文様は、日本国内に止ま
らず欧米の人々をも魅了しました。
本展で紹介する寄木細工の多くは、幕末か
ら明治時代にかけて海外へ輸出されたもの
です。金子皓彦氏が世界を股にかけて収集
した世界一の寄木細工コレクションは、現
在10万点以上に及びます。本展では、厳選
した至極の作品約140点を紹介します。
東北初公開、木工芸の粋を極めた貴重な作
品の数々は、あなたの常識を打ち破ること
でしょう。世界に羽ばたき、世界を魅了し
た「世界のYOSEGI」、是非ご覧ください。
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金子皓彦（かねこ てるひこ）氏　略歴

昭和16年（1941）神奈川県生まれ。國學院大学文学部
史学科を卒業後、同大考古学資料室学芸員、東京女
学館短期大学（のち東京女学館大学）教授を歴任。
在職中から半世紀以上にわたって20万点余りの工芸品
や民具を調査・収集し、なかでも10万点に及ぶ寄木細
工コレクションは世界一の量と質を誇る。また、日本輸出
工芸研究会会長として、所有する膨大な諸資料から日
本固有の歴史と文化を再評価し、幅広い分野で活躍し
ている。（写真撮影：堀 弘子 氏）
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